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要   約   

湖沼やダム貯水池などに親水性レクリエーション施設として導入の検討がなされている横  

断浮歩道は，浅喫水の浮体ユニットをピン構造で弧状に多数連結した浮体式構造物である．  

しかしながら，連結する浮体ユニット数の増加とともに，横波を受けて水平方向に不安定な  

形状となるため，横断浮歩道の波浪応答特性については殆ど検討されていないのが現状であ  

る．そのため∴親水性レクリエーション施設として横断浮歩道を湖面へ導入していくため  

には，歩行者の安全性を確保する上で重要となる波浪に着目した検討が必要と考えられる．  

このような背景から，著者らは水理模型実験並びに数値解析を実施し，横断浮歩道の流体力  

持性並びに波浪応答特性について詳細に検討したので報告する．  

日  次  

§1．はじめに  

§2．理論解析  

§3．水理模型実験の概要  

§4．波浪による基本的応答特性  

§5．横断浮歩道特有の応答特性  

§6．おわりに  

として高まってきた自然環境を楽しむ空間として再評価  

されるようになっている．さらに，このようなダム貯水  

§1．はじめに  

従来より，洪水調節および利水のための水資源確保を  

主目的として建設されてきたダム貯水池は，大半が豊富  

な緑に包まれた山岳部に位置するために，社会的ニーズ  

写真一l横断浮歩道のイメージ図  ＊技術研究所海洋技術課  
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池周辺部を整備し，人々が観光やレクリエーション等の  

目的で利用しやすくすることは，地元の地域振興にも大  

いに役立つものであり，今後とも積極的に推進されてい  

くものと予想される．そのような観点に立てば，写真－  

1に示すようなダム貯水池の水面上を横断して対岸へ渡  

り，ダム周辺部の散策を満喫できる「横断浮歩道」は，  

近い将来，親水性レクリエーション施設として導入の可  

能性が十分に高いものと予想される．   

本研究は，横断浮歩道の設計を実施する際に必要な技  

術資料，特に浮体に作用する環境外力および浮体の動摘  

に関する基本特性の解明を最終目標としている．一般に，  

横断浮歩道に作用する環境外力としては，波浪，波漂流  

力，風および流れが考えられる．ここでは，歩行者の安  

全性を確保する上で重要となる波浪に着目し，横断浮歩  

道の波浪応答特性を水理模型実験並びに理論解析より明  

らかにし，横断浮歩道が有する涜休力および波浪動揺の  

基本特性について考察を加えている．  

④各浮体の連結部は，1つの回転方向に対して剛結合．   

他の2つの回転方向に対してピン結合されている．   

なお，個々の浮体に作用する流体力の解析方法につい  

ては，参考文献2）を参照されたい．   

連結浮体の波浪応答解析に用いる座標系を図－1に示  

す．固定座標系の原点0は，連結浮体のA端とB端とを  

結ぶ直線上の中点に位置している．入射波は，yβ軸の正  

方向から負方向へと伝播する．さらに，浮体番号は，yp  

軸正方向に向かって右側からナンバリングされている．ま  

た，各浮体の局所座標系はそれぞれ浮体ユニットの重心  

位置を原点とし，浮体長手軸方向をⅩ軸としている．   

基本仮定④に基づいて，各浮体ごとに定義される局所  

座標系のち軸回り（横揺れ）を剛結合，乃軸回り（縦揺  

れ）並びにち軸回り（船首揺れ）をピン結合と設定すれ  

ば，F一バ字体の左右の連結部に作用する乃軸回りおよび  

ち軸回りの力はゼロとなる．さらに，波浪によって生じ  

る連結浮体の横揺れはすべて拘束されているため，運動  

方程式中で横揺れの変位量はゼロとなるばかりでなく，連  

結部のち軸回りの力はすべての連結部において同一の値  

となる．したがって，Frノ浮体の連結部に作用する力に  

ついては，局所座標系の各軸に平行な成分だけを考慮す  

ればよいことになる（図－1（b）参照）．  

2－2 F－j浮体の重′いこ作用する荷重   

局所座標系上からみたF－j浮体の重心に作用する力†印  

は，左右の連結部に作用している固定座標系上の力げ。）  

（図－1（b）参照）を用いて（1）式のように表すこと  

ができる．  

§2．理論解析1）   

2tl基本仮定および座標系   

基礎方程式の定式化に際し，次のような基本仮定を設  

けた．  

①各浮体ユニットは剛体とし，その運動は3次元6自由   

度とする．  

②入射波による連結浮体の動揺は，初期配置された位置   

から微小である．  

③個々の浮体に作用する流体力の相互干渉は無視する．  〈ち）＝【β〃】‡ムト【β。］‡ん‡   

＝【β肺帖十車国【q】〈ち‡   

埴腑訂車】（㌔）  

（1）  

レ＝1，2，‥・，JV）  

ここで，（ん1および（ん1は局所座標系からみたF－バ字体  

の左側および右側の連結部に作用する力である．また，  

【即および吼】は．それぞれ左側および右側の連結部に  

作用している力を浮体の重心に作用する荷重に変換する  

局所座標系上でのマトリックスであり，以下のようにな  

る．  

（a）連結浮体の解析座標系  
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 （b）連結部荷重  （c）F一ノ浮体垂心と連結部間の距離  

国－1解析座標系  （ノ＝lふ…，叫   
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の距離を示している．【q］tは【q】の転置マトリックスであ  

る．また，［即および【即は，それぞれF－バ字体の重  

心における回転方向変位を左右連結部での変位に変換す  

る局所座標系上でのマトリックスを表示しており，以下  

のとおりである．  

なお，上式中の変数は，図－1（c）に示すようなF－ノ  

浮体の重心と両連結部までの距離を表している．また，  

上式中にはF－バ字体の横揺れに関する項も記述してあ  

る．さらに，（1）式中の【q】は固定座標系上から局所座  

標系上への座標変換マトリックスを示しており，以下の  

とおりである．  
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co叫，∫。）cos（ヱノ，℃）cos（ヱノ，Z。）  

（4）  一㌦  
［cノ］＝  

レ＝1ヱ，・‥，呵  

各浮体間は連結されているため，固定座標系でのF－  

バ字体の左側連結部の座標とF一ノ＋1浮体の右側連結部  

の座標は同一となり，（10）式が成立する．  

iu叫り‡＝〈項  （ノ＝1ふ・‥，〃－1）（10）  

さらに，浮体が初期配置された位置（各浮体は動揺して  

おらず静止状態）においても上式が成立しなければなら  

ないため，次式のように書き直すことができる．  

【㌦】（∬j．．‡＝【棚方ノ）（ノ＝lふ…，∧r－1） （11）  

なお，F－1浮体の右側端部およびF－Ⅳ浮体の左側端  

部は，既知の座標点に固定されている．  

2－5 連結浮体の運動方程式   

各浮体の運動方程式を示す（5）式および連結部での  

結合条件を示す（11）式をまとめると以下のような連結  

浮体の運動方程式が誘導される．なお．前述したように．  

局所座標系で表示された各浮体の横揺れは全て拘束され  

ているため，横揺れに関する行および列を除外している．  

（ノ＝1ヱ，…，〃）   

2－3 F－j浮体に関する運動方程式   

局所座標系で表示されるF－ノ浮体の周波数領域にお  

ける運動方程式は，各浮体の付加質量係数を含んだ質量  

係数マトリックス［叫，造波減衰係数マトリックス【叩，  

復元力係数マトリックス嘲，浮体の垂心に作用する荷重  

ベクトルt町波強制力ベクトルl且。）および変位ベクトル  

喝）を用いて以下のように表すことができる・  

（－叫ノト車］・［月ノ】）（可＋i雪）   
（5）  

＝［q距ノト【珊瑚十【吼】（‰）＝‡g。‡  

（ノ＝1ヱ，‥・，入「）   

なお．（鱒ノIの算定に際しては，各浮体に作用する波強制  

力の位相差および波入射角の関係を考慮している．  

2－4 隣接する浮体ユニットの連続条件   

固定座標系で示されたF－バ字体における左右連結部  

の座標を局所座標系を用いて表示すると，（6）式および  

（7）式のようになる．  
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最後に（12）式の連立方程式を解くことによって，各浮  

体の垂心位置における動揺並びに結合部に作用する荷重  

を計算することが可能である．  
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（7）  

＝畑中肛‡＋【c仲〃）  

ここで，l杭むIおよぴ（杭。）はそれぞれ固定座標系で表示さ  

れたF－バ字体の左側および右側連結部の座標，（軋）お  

よび肘ウIはそれぞれ局所座標系上でみた左側および右側  

連結部の座標，（q＝ま固定座標系の原点0からF－バ字体  

重心までの距離である．さらに，ldむlおよび吼Iはそれぞ  

れ局所座標系上でみた左右の連結部とF－バ字体重心と  

§3．水理模型実験の概要   

水理模型実験は，当社技術研究所所有の平面水槽（長  

さ25mX幅18mX高さ1．5m）において平成8年9月1日  

から10月31日の期間に実施した．図－2に示すように5  

連結浮体，7連結浮体および9連結浮体に規則波を入射  
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させて，浮体の動揺および連結部に作用する軸力を計測  

した．また，写真－2には9連結浮体での実験状況を，  

表－1には浮体模型の諸元および実験条件が示されてい  

る．なお，模型の縮尺は平面水槽の造波特性および浮体  

喫水の再現性を考慮して1／10とし，フルード別に従っ  

て水理実験を実施した．   

浮体の動揺量は，（株）エムテック社製の非接触型変位  

計（ビデオトラッカー3次元計測装置）を用いて連結浮  

休の中央に位置する浮体を対象に計測した．すなわち，  

浮体上面の3点に取り付けられた計測用マーカーの変位  

を非接触型変位計（CCDカメラ）で計測するとともに，  

デジタル変換されたマーカーの変位量を浮体重心が原点  

である局所座標系に変換し，浮体の応答変位を算出した．   

浮体を結合する連結部の詳細を図－3に示す．結合部  

は，水平方向に最大900 ∴鉛直方向に最大700 まで可動  

ができ，横摺れを拘束した2ピンタイプのヒンジを採用  

した．また，連結部の片側に（株）SSK社製のロードセ  

ル（u25－30，定格30kg）を取り付けて軸力を言憎虻た．  

なお，ロードセルは模型の一部となるため，連結部の可  

動角への悪影響や浮体重量のアンバランスなどを引き起  

こさないように配慮して製作した．特に，連結浮体の両  

端部（A端とB端）については，連結部と同様の2ピン  

タイプのヒンジを用いて架台に固定させた．このため，全  

ての連結浮体は局所座標系における横揺れを拘束した状  

態となっている．   

水理模型実験に際して連結浮体の初期配置形状は∴㌔  

軸に対して凹型配置のみを対象とし，連結浮体数（5連  

結，7連結およぴ9連結浮体）および端部に配置された  

浮体長軸と屯軸とのなす角度（端部配置角度：α＝250．  

37・50，500）との関係から各浮体間の相対角♂ノ（6．250  

～25．00）を一定とすることにより決定された．初期配置  

形状の概念図を図－4に，初期配置形状の連結浮体数と  

端部配置角度との関係から算出された設置幅月並びに浮  

体間の相対角♂ノを表－2に示す（図－4参照）．なお，浮  

体の動揺によって模型は初期配置形状からドリフトを起  

こすことが予想されたため，実験の再現性を高めるため  

に，実験開始前に毎回模型の位置を初期配置形状に再設  

定した．  

図－2 5連結浮体の実験概要  

写真一2 実験状況  

義一1浮体模型の諸元および実験条件  

模型   実機   

浮体喫水  桓l）  d   0．02   0，2   

浮体幅  桓l）  β   0，3   3．0   

浮体長さ  匝）  ム  0．675   6．75   

浮体高さ   （m）  」仔   0．1   1．0   

浮体質量   ¢（由  lγ  4．050  4050．0   

横揺慣性㌣メ叫世評n）  血  0．082   830．0   
縦揺慣性トメント（嘩叩）  ケ  0．弧）  3舗．0   

浮体重心高さ （m）  ∬G  0．055   0．55   

前後揺メタセンター （m）  肋  0．2ミ裕   2．粥   

左右揺メタセンター 桓l）  α均′  1．姐）   18．∝）   

水深  桓l）  力   1．0   10．0   

波周期  伝ゎ  r  0．62～1．5  1．粥～4．7   

渡御高  匝）  α   0．01   0．1   

波浪条件  規則波   

§4．波浪による基本的応答特性  

4－1瀬流力による配置形状および連結部軸力の特性   

水理模型実験に基づけば，弧状に配置された連結浮体  

は，波漂流力の影響によって初期配置形状から定常動揺  

時の位置まで変位している．この時の中央浮体における  

変位量をγJと定義すれば（図－5参照），波漂流力によっ  

て中央浮体は，初期配置された局所座標系上の原点からγ  

軸に沿ってγ3だけドリフトし，その位置で定常動揺する．  

そのため，固定架台の間隔Rが一定でかつ連結部間の距  

離が変化しない場合には，浮体開梱対角qおよび端部配  

置角度αが変化し，その量は中央浮体の変位量γjに依存  

する．さらに．周期ごとに異なるγJによって決定される初  

期配置形状の変化が連結浮体の応答特性に影響を及ぼす   
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浮体相対角：♂ノ＝250）の中央浮体（F－3浮体）におけ  

る初期配置形状から定常動揺時の位置までの変位量に関  

する波周期特性を示す．縦軸には局所座標系上での変位  

量γ3を，横軸には無次元波数β／ノを採用して整理して  

いる．ここで．月は浮体幅（0．3m）を，」は波長（m）  

を表している．図より，最大で0．45mの変位量が発生し，  

各波間期に対応してその量は変化していることがわかる．  

さらに，波漂流力によって連結部にも軸力が発生してお  

り，その特性を図－7に示す．ここでの実験パラメータ  

ーは図－6と同様である．図の縦軸には軸力（kgf）横軸  

には無次元波数月／ノを採用して整理している．図中の○  

は波漂流力によってJ－1連結部に作用する荷重を，●  

は規則波下でJ－1連結部に作用する軸力を示している．  

図－7より，前者は後者よりも小さいものの，無次元波  

数月／ノが大きい短同期側では後者の25％程度と大きくな  

ることがわかった．  

4－2 規則波による連結部軸力の波浪応答特性   

図－8から図－10は，端部配置角度αを500 とした5  

連結浮体（各浮体相対角：♂J＝250）に規則波を入射させ  

た場合の動揺量および軸力に関する波浪応答特性を示し  

ている．図－8は左右揺れ（γ），図－9は上下揺れ（z），  

図－10は各連結部での軸力である．図－8および図一9  

の縦軸には応答変位量を波振幅αで無次元化した値が，  

図－10の縦軸には連結部軸力を流体密度β（kg／m3），重  

図－3 連結部の構造条件  

入射波  

波
長
入
 
 

F－5J－5  

図－4 9連結浮体での初期配置形状概念図   

義一2 初期配置形状の設置幅並びに浮体間の相対角  

5連結浮体   7連結浮体  9連結浮体   

端部配置角度  月＝3劇m   β＝4．7仇n  虎＝6．11m   

d朝．00○   ♂ノ＝茄．叩■   ♂ノ＝16．67●  ♂ノ＝12．灯   

端部配置角度  月＝3．軸   月＝5．鴨m  月＝6．67m   

¢＝87月ア   ♂J＝18・乃●   ♂ノ＝12朗●  ♂ノ＝9・375●   

端部配置角度  月＝3．81rn   月＝5．37m  点＝6．9an   

¢＝空i．00○   ♂ノ＝12j氾●   ♂／＝8．謂3●  ♂ノ＝6．正犯●  

図－6 5連結浮体に作用する波漂流力に伴う変位量  
（F－3浮体）  

J－1連結部  
0
 
 

0
0
 
 

⊂
仙
出
）
ヾ
 
 

図－5 5連結浮体の初期配置形状模式図   

こととなる．なお，初期配置形状は数値解析の人力条件  

となるために，本報では横断浮歩道の波浪応答特性を報  

告する前に，波漂涜力に伴う初期配置形状の変化に関す  

る基本的な応答特性を紹介する．   

図－6に端部配置角度α＝500 とした5連結浮体（各  

●●●●●  
●●   

● 
● 

●● 
●●0  

00 0OO 
000 O000 

1 0・2且′入0・3 0・4 0・5  

図－7 5連結浮体における連結部軸力の応答特性  
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良く再現できていないものの，概ね定性的には実験結果  

を再現しているものと考えられる．さらに，F－1浮体，  

F－2浮体およびF－3浮体の解析結果を比較してみれ  

ば，各浮体間の上下揺れに相違が読み取れる．特に，中  

央浮体（F－3浮体）とF－1浮休との差が大きくなっ  

ている．これは，端部に配置された浮体（F－1浮体並  

びにF－5浮体）に比べ中央に位置するF－3浮体では，  

連結部での拘束が緩くなっているためと考えられる．   

図一10に示す各連結部における軸力の応答特性から，  

β／」＝0．23以外の領域では，J－1連結部の軸力（●）  

が最も大きな値となっている．一方，月／ノ＝0．23では，  

J－2連結部の軸力（○）が最大軸力となっていること  

が確認される．J－1連結部の軸力が減少するβ／ノ＝  

0．23では，図－4に示すβ。の値が入射波の波長スに極め  

て近い値となっていることが水理実験より確認された．す  

なわち，波の入射波側に位置する浮体（F－1およびF－  

5浮体）と波の透過側にある浮体（F－2，F－3およ  

びF－4浮体）が逆位相で運動しているものと判断され  

る．換言すれば，J－2連結部とJ－5連結部を腹とし  

た動揺が出現しており，それがJ－1連結部に作用する  

軸力の応答特性に影響を及ぼしたものと判断される．  

0   0・1 0・2且′入0・3 0・4 0・5  

図－8 5連結浮体における左右揺れ応答特性  

0   0・1 0・2且′え0・3 0・4 0・5  

図－9 5連結浮体における上下揺れ応答特性  

§5．横断浮歩道特有の応答特性  

5－1初期配置形状の変化に伴う応答特性   

ここでは，初期配置形状の変化が応答特性に及ぼす影  

響を明らかにするため，連結浮体数を7連結と一定にし．  

端部配置角度αを実験パラメータとして変化させた水理  

実験並びに数値解析の結果から考察を加える．  

水理実験に際しては，端部浮体の配置角度αを250，  

37．50 および500 の3種類とし初期配置形状を変化させ  

た．なお，端部浮体の配置角度αが小さいケースほど，各  

浮休間の相対角♂Jは小さくなり直線に近い形状で連結浮  

体が初期配置されている．   

図－11および図－12は，中央部に配置されたF－4浮  

体の左右揺れおよび上下揺れの応答特性を示す．縦軸に  

は波振幅αで無次元化された応答変位を，横軸には無次元  

波数月／ノを採用して整理している．さらに，図中の記号  

および線は，それぞれ凡例中に示した端部配置角度αに  

対応した実験結果並びに解析結果を示している．なお，  

数値解析の人力条件として用いる初期配置形状は，波漂  

流力によるドリフトを考慮していない．   

図－11に示す左右揺れの応答特性では，達成振動の影  

響による上下揺れ，横揺れおよび縦揺れの固有周期帯で  

発生する極大値が，端部配置角度αの変化に関係なくほ   

図－10 5連結浮体における連結部軸力の応答特性  

力加速度g（m／s2），浮体長さエ（m）および浮体幅β（m）  

で無次元化した値が示されている．また，図中の記号  

（○，●および口）は実験結果を，3つの線は解析結果を  

それぞれ示しており，凡例のように各浮体および各連結  

部に対応している．   

同一8の実験結果に着目すれば，左右揺れの応答特性  

では上下揺れ，縦揺れおよび横揺れの固有周期の影響に  

よる極大値の存在が認められる．一方，同国中の解析結  

果からはそれらの影響が認められない．これは，数値解  

析で微小変位の仮定を設けているのに対して，水理実験  

では浮体が連結されているために左右揺れと上下揺れな  

どに伴う達成振動が発生し，微小変位の仮定が成立して  

いないためと考えられる．   

図－9に示す上下揺れの応答特性に関する結果では，上  

述した達成振動の影響のために解析結果が極大値を精度   
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る．端部配置角度αの減少に伴って軸力が大きくなる傾  

向が読みとれる．これは，左右揺れの応答特性でも述べ  

たように，端部配置角度αが小さいほど初期配置形状は  

直線状に近くなっているため，各浮体に入射する波の位  

相差が小さくなり，隣り合う浮体同士を拘束する力（軸  

力）が強くなったためと考えられる．逆に，端部配置角  

度αが大きい場合には，入射する波の位相差が大きく，  

さらに入射波に伴って生じる各浮体間の動揺の位相差も  

大きくなるために，連結部に作用する軸力が小さくなる  

ものと考えられる．  

5－2 連結浮体数の変化に伴う応答特性の相違   

ここでは，各浮休間の相対角♂ノを一定（♂J＝12■50）  

として連結浮休数（5連結浮体，7連結浮体および9連  

結浮体）を変化させた場合の規則波による応答特性につ  

いて検討する．なお，連結浮体数の遠いに伴って端部配  

置角度αは異なるものの，各浮体間の相対角♂Jを12・50  

と一定にしているために，初期配置形状の曲率は同一値  

となっている．   

図－14および図－15は，5連結，7連結および9連結  

浮体の中央浮体（5連結浮体のF－3浮体，7連結浮体  

のF－4浮体および9連掛字体のF－5浮体）における  

左右揺れおよび上下揺れの応答特性である．両国の縦軸  

には波振幅αで無次元化された応答変位が，横軸には無次  

元波数♂ノが採用されている．   

図－14の結果からは，入射する波の位相差が同一であ  

0・2点′入0・3 0・4 0・5  0  0．1  

図－11F－4浮体（中央）左右揺れ応答特性   

図一12 F－4浮体（中央）上下揺れ応答特性   

ぼ同じβ／」の値近傍に出現している．特に，縦揺れの固  

有周期である無次元波数β／ノ＝0．26の付近で発生してい  

る極大値では，配置形状が直線状に近い端部配置角度α＝  

250で応答量が最小となっている．このように，配置形  

状が直線に近い場合には，各浮体に入射する波浪の位相  

差が他の実験ケースよりも小さくなるために，発生する  

縦揺れが小さくなっている．   

図－12に示す上下揺れの結果からは，端部配置角度α  

の違いによって無次元波数月／ノの大きい短周期側で応答  

に若干の相違が認められるものの，極大値の発生周期帯  

並びに応答呈については，αの値に関係なく概ね一致し  

ていることが読みとれる．   

図－13は，7連結浮体のJ－1連結部に作用する軸力  

の応答特性を示している．縦軸には．連結部軸力を流体  

密度β（kg／m3），重力加速度g（血s2），浮体長さエ（m）  

および浮体幅β（m）で無次元化した値が採用されてい  

康酎画晰鍬  

●  

；！iii：： 
項」   

匂 
1・0  

＼  

；＼   

0．5  

0  0．1 0．2月／九0．3  0．4  

図－14 中央部浮体の左右揺れ応答特性  
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ヨ
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図一15 中央部浮体の上下揺れ応答特性  図－13J－1連結部軸力の応答特性  
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っても連結浮体数の増加に伴って，左右揺れの応答量が  

大きくなっていることが読み取れる．これは，連結浮体  

数の増加とともに浮体構造物としての自由度が増し，隣  

り合う連結浮体同士の拘束力が小さくなったためと考え  

られる．一方，図－15に示す上下揺れの結果からは，連  

結浮体数の変化に伴う応答特性の相違を読み取ることは  

できない．   

図－16は，5連結，7連結およぴ9連結浮体のJ－1  

連結部に作用する軸力の応答特性を示している．縦軸に  

は，流体密度β（kg／m3），重力加速晦（m／s2），浮体長  

さエ（m）並びに浮体幅β（m）で無次元化された連結部  

軸力の値が示されている．図－16よりβ／ノの値に応じて  

若干の相違は認められるものの，連結浮体数の増加に伴  

ってJ－1連結部の軸力が減少する傾向が読みとれる．  

さらに，9連結浮体（端部配置角度α＝500）の各連結部  

に作用する軸力の応答特性を図一17に示す．図－16に示  

した9連結浮体に関する実験結果に注目すれば，月／」＝  

0．24の付近で解析結果との相違が大きくなっている．こ  

れは，β／ノ＝0．24の近傍で図一4に示すββ（浮体を連結  

したときの入射波方向の長さ）と入射彼の波長人がほぼ  

等しくなっており，そのために中央浮体側と端部浮体側  

が逆位相で動揺しているためである．この現象は，5連  

結浮体（図－10参照）でも観測されたものではあるが．  

連結浮体数が多くなったために，各連結部に作用する軸  

力の応答特性は5連結浮体の場合より複雑になっている  

（図－17参照）．特に，B／人＝0．24の近傍では，他の周期  

帯よりも大きな縦揺れが発生し，それに前後揺れおよび  

上下揺れが達成するような非線形運動が卓越したものと  

推察される．  
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図－16J－1連結部軸力の応答特性  
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図一17 9連結浮件の各連結部における軸力応答特性  
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§6．おわりに  

本報では，水理模型実験並びに数値解析を詳細に実施  

することによって，横断浮歩道の波浪応答特性を明らか  

にすることができた．すなわち，横断浮歩道は浮体ユニ  

ットをピン構造で弧状に多数連結した浮体構造物である  

ため，予想した以上に波漂流力が大きく作用しているこ  

と，連結浮体救および初期配置形状の変化に伴って浮体  

ユニットの左右揺れ並びに連結部軸力の応答特性が大き  

く変化すること等が明らかとなった．  

最後にt水理模型実験で模型を提供して頂いたゼニヤ海  

洋サービス（株）に謝意を表します．  
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